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農業研究所 NEWS 2013／9／2

Ⅰ 研究成果の紹介（第2回）
平成24年度の試験研究主要成果（普及）について紹介します。詳しい内容は，農業研究所ホー

ムページにも掲載してあります。ぜひご覧になって下さい。

１．適期に栽培管理を行うための小麦「さとのそら」の発育予測法

小麦「さとのそら」の茎立期・出穂期・成熟期を，気温・日長データを用いたモデルにより予

測できるようになりました。予測結果は追肥・麦踏み・赤かび病防除等の作業計画作成に活用で

きます。

予測方法は，予測したい圃場の最寄の気象観測地

点を選び，出芽期，茎立期，出穂期のいずれかの日

付を入力することで，以降の茎立期，出穂期，成熟

期を予測することができます(図１)。予測モデルは農

業研究所ホームページから入手できます。農業研究

所ホームページhttp://www.pref.ibaraki.jp/bukyo

ku/nourin/noken/ ”お知らせ”の【「さとのそ

ら」の発育予測モデルを公開しました】からダウン

ロードしてください。モデルの使用法は，ファイル 図１ 予測モデルのイメージ

の［使用法］シートを参考にしてください(図２)。

図２ 予測モデルの表計算ファイル［使用法］のシート
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Ⅱ 水稲新品種「一番星」，「ふくまる」をテーマに，

第２回主要課題現地検討会を開催
7月24日に水田利用研究室（龍ケ崎市）において，水稲新品種「一番星」，「ふくまる」（いずれ

も品種登録出願中）の栽培試験や生育状況等を中心に，第2回主要課題現地検討会を開催しました。

生産農家，JA及び関係機関等の職員ら65名の方に参加頂きました。

◆検討内容

○「一番星」について

「一番星」の極早期収穫技術に関する試験，

多収・良質米栽培に関する試験について検討を

行いました。生産者からは，「『一番星』は出穂

期が『あきたこまち』と同じかやや早い」，「『あ

きたこまち』比べ『一番星』の方が倒伏に強そ

うで栽培しやすい」，「茎数が早く確保できる」

など良い特性を持っているとの評価を頂きまし

た。また，今年は「一番星」の種子量が十分で

なかったことから栽培を希望したができなかっ

たので，新品種の採用時には十分な種子量を確

保してほしいと要望がありました。

○「ふくまる」について

圃場では，全量基肥施肥技術に関する試験について検討を行いました。室内では，県内各地の

「ふくまる」の生育状況と今後の対応について検討を行いました。また，産地振興課からは，今

年より本格栽培が始まった「ふくまる」の区分出荷について説明がありました。

作物の生育情報はこちらから
農業研究所では，水稲，麦類，大豆，かんしょ，落花生の生育情報をホームページ上で提供し

ています。

ホームページアドレス http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/nourin/noken/
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